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別 紙

１ 皇宮護衛官採用試験（高卒程度試験）

(1) 業務内容

護衛署等に配置され、天皇皇后両陛下や皇族各殿下の護衛と皇居、御所等の警備に従

事します。

(2) 試験の区分・採用予定数

護衛官 約２０名

※護衛官（社会人）区分は休止。

(3) 受験資格

護衛官

ア 平成３０年４月１日において高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌日

から起算して５年を経過していない者及び平成３１年３月までに高等学校又は

中等教育学校を卒業する見込みの者

イ 人事院がアに掲げる者に準ずると認める者

(4) 試験日程等

① 第１次試験

試験種目 基礎能力試験（多肢選択式）、作文試験

試 験 日 ９月２３日（日）

② 第１次試験合格者発表 １０月１０日（水）

③ 第２次試験

試験種目 人物試験、身体検査、身体測定、体力検査

試 験 日 １０月２２日（月）から２６日（金）までの間の指定する日

④ 最終合格者発表 １１月２０日（火）

(5）申込先 皇宮警察本部

【参考】平成２９年度実施状況（「護衛官」区分）

申込者数 ５２０人（１２２人） 最終合格者数 １２人（４人）

（注）（ ）内の数字は、女性を内数で示す。
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２ 刑務官採用試験

(1) 業務内容
刑務所、少年刑務所又は拘置所に勤務し、被収容者に対し、日常生活の指導、職業訓

練指導、悩みごとに対する指導などを行うとともに、刑務所等の保安警備の任に当たり
ます。

(2) 試験の区分・採用予定数
刑務Ａ 約４３５名 刑務Ｂ 約１４０名
刑務Ａ（社会人） 約 ６５名 刑務Ｂ（社会人) 約 １０名
刑務Ａ（武道) 約１２５名 刑務Ｂ（武道) 約 １５名
（注）いずれの区分についても、Ａは男子、Ｂは女子に限る。

(3) 受験資格
① 刑務Ａ及び刑務Ａ（武道)

平成元年４月２日から平成１３年４月１日までに生まれた男子

② 刑務Ｂ及び刑務Ｂ（武道)
平成元年４月２日から平成１３年４月１日までに生まれた女子

③ 刑務Ａ（社会人）
昭和５３年４月２日から平成元年４月１日までに生まれた男子

④ 刑務Ｂ（社会人)
昭和５３年４月２日から平成元年４月１日までに生まれた女子

(4) 試験日程等
① 第１次試験

試験種目 基礎能力試験（多肢選択式）、作文試験
実技試験（刑務Ａ（武道）及び刑務Ｂ（武道）に限る。）

試 験 日 ９月１６日（日）

② 第１次試験合格者発表 １０月１０日（水）

③ 第２次試験
試験種目 人物試験、身体検査、身体測定

体力検査（刑務Ａ（武道）及び刑務Ｂ（武道）を除く。）
試 験 日 １０月１８日（木）から２４日（水）までの間の指定する日

④ 最終合格者発表 １１月２０日（火）

(5) 申込先 各矯正管区及び沖縄刑務所

【参考】平成２９年度実施状況
試験の区分 申込者数（人） 最終合格者数（人）

刑務Ａ（男子） ３,５０１ ５４９
刑務Ｂ（女子） ８４４ １９８
刑務Ａ（社会人)（男子） ４１９ ６３
刑務Ｂ（社会人)（女子） ５７ １４
刑務Ａ（武 道)（男子） ３７０ １３２
刑務Ｂ（武 道)（女子） ７２ ３６

計 ５,２６３（９７３） ９９２（２４８）
（注）計欄の（ ）内の数字は、女性を内数で示す。
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３ 入国警備官採用試験

(1) 業務内容

全国の地方入国管理局・同支局・同出張所、各入国者収容所入国管理センターにおい

て次のような業務に従事します。

・不法入国者や不法滞在者などの違反事件の調査

・収容令書又は退去強制令書を発付された外国人の摘発、違反調査、収容、護送、

送還

・入国者収容所入国管理センターなどにおける被収容者の処遇、施設の警備

(2) 試験の区分・採用予定数

警備官 約６０名

警備官（社会人） 若 干 名

(3) 受験資格

① 警備官

ア 平成３０年４月１日において高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌

日から起算して５年を経過していない者及び平成３１年３月までに高等学校

又は中等教育学校を卒業する見込みの者

イ 人事院がアに掲げる者に準ずると認める者

② 警備官（社会人)

昭和５３年４月２日以降に生まれた者（①のアに規定する期間が経過した者

及び人事院が当該者に準ずると認める者に限る。）

(4) 試験日程等

① 第１次試験

試験種目 基礎能力試験（多肢選択式）、作文試験

試 験 日 ９月２３日（日）

② 第１次試験合格者発表 １０月１０日（水）

③ 第２次試験

試験種目 人物試験、身体検査、身体測定、体力検査

試 験 日 １０月２３日（火）から２５日（木）までの間の指定する日

④ 最終合格者発表 １１月２０日（火）

(5) 申込先 各地方入国管理局及び福岡入国管理局那覇支局

【参考】平成２９年度実施状況

試験の区分 申込者数（人） 最終合格者数（人）

警備官 １,７４３（４５０） ７４（１５）

警備官（社会人） ４５０（ ６６） ５（ ０）

計 ２,１９３（５１６） ７９（１５）

（注）（ ）内の数字は、女性を内数で示す。
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４ 航空保安大学校学生採用試験

(1) 業務内容

航空保安大学校における２年間の研修（全寮制）終了後、全国各地の航空交通管制

部、空港において次の業務に従事します。

○ 航空情報科 航空通信、航空情報の提供及び運航管理などの業務

○ 航空電子科 航空管制システムの運用、管理などの業務

(2) 試験の区分・採用予定数

航空情報科 約２５名

航空電子科 約３０名

(3) 受験資格（各区分共通）

ア 平成３０年４月１日において高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌日か

ら起算して３年を経過していない者及び平成３１年３月までに高等学校又は中等

教育学校を卒業する見込みの者

イ 人事院がアに掲げる者と同等の資格があると認める者

(4) 試験日程等

① 第１次試験

試験種目 基礎能力試験（多肢選択式）、学科試験（多肢選択式）

試 験 日 ９月２３日（日）

② 第１次試験合格者発表 １０月１０日（水）

③ 第２次試験

試験種目 人物試験、身体検査、身体測定

試 験 日 １１月１２日（月）から１５日（木）までの間の指定する日

④ 最終合格者発表 １２月１８日（火）

(5) 申込先 航空保安大学校

【参考】平成２９年度実施状況

試験の区分 申込者数（人） 最終合格者数（人）

航 空 情 報 科 ３６５（１６４) ３７（１５）

航 空 電 子 科 ３０１（ ４９) ６５（１４）

計 ６６６（２１３) １０２（２９）

（注）（ ）内の数字は、女性を内数で示す。
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５ 海上保安学校学生採用試験

(1) 業務内容

海上保安学校において教育を受けたのち、各海上保安本部等に配置され、次の業務に

従事します。

◯ 船舶運航システム課程（教育期間１年）

巡視船等に乗組み、領海警備、海難救助、海上犯罪の取締りなどの業務のほか、

船舶の運航・整備（航海コース）、機関の運転・整備（機関コース)、経理・補給

・庶務・調理(主計コース)の業務に従事します。

◯ 航空課程（教育期間１年）

一定期間の研修を受けた後、飛行機又はヘリコプターの操縦士として、領海警備、

海難救助、海上犯罪の取締りなどの業務に従事します。

◯ 情報システム課程（教育期間２年）

巡視船等に乗組み、領海警備、海難救助、海上犯罪の取締りなどの業務や通信機

器の運用管理の業務に従事したり、海上保安部交通課、海上交通センター等に勤務

し、航路標識の管理運営等の業務に従事します。

◯ 管制課程（教育期間２年）

主に、運用管制官として、海上交通センター等において、航行船舶の動静を把握

し、船舶の安全な航行に必要な情報の提供や、大型船の航路入航間隔の調整等を行

う業務に従事します。

◯ 海洋科学課程（教育期間１年）

本庁、管区本部等に勤務し、海洋観測、測量、海図の作成等の業務に従事します。

(2) 試験の区分・採用予定数
船舶運航システム課程 約１８０名
航空課程 約 ２５名
情報システム課程 約 ６０名
管制課程 約 ２０名
海洋科学課程 約 １５名

(3) 受験資格（各区分共通）
ア 平成３０年４月１日において高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌日か
ら起算して５年を経過していない者及び平成３１年３月までに高等学校又は中等
教育学校を卒業する見込みの者

イ 人事院がアに掲げる者と同等の資格があると認める者

(4) 試験日程等

〔船舶運航システム課程、情報システム課程、管制課程、海洋科学課程〕

① 第１次試験

試験種目 ・船舶運航システム課程

基礎能力試験（多肢選択式）、作文試験
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・情報システム課程、管制課程及び海洋科学課程

基礎能力試験(多肢選択式)、学科試験（多肢選択式）

試 験 日 ９月２３日（日）

② 第１次試験合格者発表 １０月１０日（水）

③ 第２次試験

試験種目 人物試験、身体検査、身体測定、体力検査

試 験 日 １０月１６日（火）から２５日（木）までの間の指定する日

④ 最終合格者発表 １１月２０日（火）

〔航空課程〕

① 第１次試験

試験種目 基礎能力試験(多肢選択式)、学科試験（多肢選択式）

試 験 日 ９月２３日（日）

② 第１次試験合格者発表 １０月１０日（水）

③ 第２次試験

試験種目 身体検査(精神及び神経系検査を除く。）、身体測定、体力検査

試 験 日 １０月１６日（火）から２５日（木）までの間の指定する２日

④ 第２次試験合格者発表 １１月２０日（火）

⑤ 第３次試験

試験種目 人物試験、身体検査(精神及び神経系検査）、適性検査

試 験 日 １２月１日（土）から１１日（火）までの間の指定する２日

⑥ 最終合格者発表 平成３１年１月１７日（木）

(5) 申込先 各管区海上保安本部、大阪海上保安監部及び主要海上保安部

【参考】平成２９年度実施状況

試験の区分 申込者数（人） 最終合格者数（人）

船舶運航システム課程 ３,３６４（ ３８１） ４００（４０）

航空課程 １７９（ １８） １４（ ３）

情報システム課程 １８５（ ３１） ６８（１６）

管制課程 ９７（ ４０） ３１（１７）

海洋科学課程 ８４（ ２１） １９（ ６）

計 ３,９０９（ ４９１） ５３２（８２）

（注）（ ）内の数字は、女性を内数で示す。
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６ 気象大学校学生採用試験

(1) 業務内容

気象大学校において４年間の教育を受けたのち、気象庁本庁又は全国各地の気象台な

どに配属され、観測、調査、予報及び研究などの気象業務に従事します。

(2) 採用予定数 約１５名

(3) 受験資格

ア 平成３０年４月１日において高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌日か

ら起算して２年を経過していない者及び平成３１年３月までに高等学校又は中等

教育学校を卒業する見込みの者

イ 人事院がアに掲げる者と同等の資格があると認める者

(4) 試験日程等

① 第１次試験

試験種目 学科試験(多肢選択式)、作文試験、基礎能力試験(多肢選択式)

学科試験(記述式)

試 験 日 １０月２７日（土）及び２８日（日）

② 第１次試験合格者発表 １２月７日（金）

③ 第２次試験

試験種目 人物試験、身体検査

試 験 日 １２月１４日（金）

④ 最終合格者発表 平成３１年１月１７日（木）

(5) 申込先 各管区気象台（札幌、仙台、東京、大阪、福岡）及び沖縄気象台

【参考】平成２９年度実施状況

申込者数 ４０４人（１０５人） 最終合格者数 ４４人（６人）

（注）（ ）内の数字は、女性を内数で示す。
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７ 海上保安大学校学生採用試験

(1) 業務内容

海上保安大学校において、本科（４年間）を卒業後、専攻科（６か月）及び研修科国

際業務課程（３か月）を経たのち、巡視船等に初級幹部職員として乗組み、領海警備、

海難救助、海上犯罪の取締りなどの業務に従事します。

(2) 採用予定数 約６０名

(3) 受験資格

ア 平成３０年４月１日において高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌日か

ら起算して２年を経過していない者及び平成３１年３月までに高等学校又は中等

教育学校を卒業する見込みの者

イ 人事院がアに掲げる者と同等の資格があると認める者

(4) 試験日程等

① 第１次試験

試験種目 学科試験（多肢選択式)、作文試験、基礎能力試験(多肢選択式)

学科試験(記述式)

試 験 日 １０月２７日（土）及び２８日（日）

② 第１次試験合格者発表 １２月７日（金）

③ 第２次試験

試験種目 人物試験、身体検査、身体測定、体力検査

試 験 日 １２月１４日（金）

④ 最終合格者発表 平成３１年１月１７日（木）

(5) 申込先 各管区海上保安本部、大阪海上保安監部及び主要海上保安部

【参考】平成２９年度実施状況

申込者数 ５８３人（１０６人） 最終合格者数 ８１人（２０人）

（注）（ ）内の数字は、女性を内数で示す。


